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研究成果の概要（和文）：　ネパールとバングラデシュでの農村調査により、中位階層から始まった海外出稼ぎ
が、現在は底辺に近い社会・経済階層にまで広がっていることが明らかになった。ネパールでは、広範な海外出
稼ぎが、低カーストの社会的抑圧からの解放や、2015年の大地震からの復興に重要な役割を担うと考えられる。
バングラデシュでは、多額の送金が地域経済の活性化と雇用創出につながっている。
　イランでの農村調査により、干ばつや過剰な地下水利用による水不足のため疲弊する農村で都市部への移住が
増加する中、その間隙を埋めるように隣国アフガニスタンから多数の労働者が流入し、農業労働力の重要な担い
手となっていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：   The field surverys concucted in Nepal and Bangladesh revealed that 
international migration for employment started from the middle class but has spread to the lower and
 the nea-bottom classes nowadays. Migration to foreign countries for employment leads to 
emancipation from caste binding for the oppressed low casts. And the remittance from overseas 
workers will contribute to reconstruction of the housing destoyed by the earthquake in 2015 in 
Nepal.Huge remittance from overseas to Bangladesh is contributing to the economic development and 
creation of employment opportunities in rural Bangladesh.
  The field survey conducted in rural Iran revealed thant drought and overuse of underground water 
have caused poor crops in recent years, which has caused massive outflow of rural people to urban 
areas. On the other hand, massive inflow of laborers from Afghanistan to the rural Iran is observed.
 Afghanistani laboreres play an important role in agricultural production of Iran today. 

研究分野：農村経済
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１．研究開始当初の背景 
(１)経済のグローバル化や移動手段の発達、
教育・情報技術の普及、それに各国間で結ば
れている EPA(経済連携協定)など国際間の労
働力移動を促進する諸条件の発達などを背
景として、労働力の国際移動が急速に進んで
いる。移民(international migrants)(注)の数
は 1990 年に 1 億 5400 万人、2000 年に 1 億
7500万人だったが、2013年は2億3200万人、
世界人口の 3.2％へと急速に増加した
(United Nations)。移民の主な出し手はアジ
ア、特に南アジア(インド、バングラデシュ、
パキスタンなど)や中国、フィリピンなどで
あり、主な受入先は先進国のヨーロッパやア
メリカ、西アジア(特に中東産油国)などであ
る。近年急速に経済発展を遂げつつある東南
アジア(シンガポール、タイ、マレーシアな
ど)や韓国などでも、労働力不足から移民の
受け入れが増加している。 
（注）：国連は、移民を「通常の居住地以外の国に移動
し少なくとも12ヵ月間当該国に居住する人」と定義して
いる。しかし、以下では移民を、「出生国あるいは市民
権のある国以外の国に、就労、教育、生活などのために
滞在している人」と定義する。12か月未満の滞在者を含
め、就労を目的として外国に滞在する海外出稼ぎ者がそ
の中心を占める。 

(２)こうした中、日本での移民受け入れ数は
先進国の中では際立って少ない。しかし、急
速な少子高齢化の進行により、介護など多く
の分野で今後労働力不足が深刻になること
が予想され、今後は日本もヨーロッパ諸国の
ように多数の移民を受けれ、多民族国家にな
っていくことも考えられる。 
(３)したがって、労働力移動が盛んな地域や
国、特に日本と関係の深いアジアの労働力移
動の現状を理解することは極めて重要であ
る。実際、移民に関する調査・研究が世界的
に盛んになっているのはもちろん、日本にお
いても移民に関する多くの研究書や論文が
近年出版されている。 
 
２．研究の目的 
以上の状況を踏まえ、本研究の目的は、移民、
中でもその中核を占める海外出稼ぎ者をキ
ーワードとして南アジアおよび西アジアで
主に現地調査を実施することにより農村社
会・経済の変容過程について理解を深め、そ
れぞれの地域で移民(海外出稼ぎ)が生まれる
メカニズムと移民が家族および地域社会・経
済へ与える影響などを明らかにすることで
ある。 
 
３．研究の方法 
(１)本研究では、適切な文献収集とそのサー
ベイ、また既存の統計資料等の分析を行った
うえで、移民を送り出す地域での現地調査
（移民＝海外出稼ぎが多い村での農村調査）、
および出稼ぎ先での実態調査を実施する。具
体的には、ネパール、バングラデシュ、イラ
ンの農村や都市において移民に関する現地

調査を実施する。 
(２)現地調査は、南アジア地域研究者である
須田、および西アジア研究者である原がそれ
ぞれの研究計画に基づき研究対象地域で行
うほか、移民の排出国であるバングラデシュ
やイラン、また受入国であるドバイやオマー
ンで共同調査を行う。 
(３)データの収集は、主に農村の世帯を対象
とし調査票を使って行うが、地域の状況に合
わせ、インタビューなどによるデータ収集を
行う。 
(４)主に現地調査を通じて収集した情報に基
づき、移民が生まれるメカニズムとその影響
を明らかにする。 
 
４．研究成果 
(１)ネパール中西部に位置するDhading県の
一農村において 85 世帯を対象に、どのよう
な世帯で海外出稼ぎ者がいるのか、いつごろ
からどのような経緯で出稼ぎに行くように
なったのか、海外出稼ぎ者の送金がどのよう
に使われているのか、またそれが地域経済全
体にどのような影響を与えているのか、につ
いて調査を行った。特に、2015 年 4月に起き
た大地震で破壊された住宅を再建するにあ
たって海外出稼ぎによる送金がどのような
役割を果たすかに注目した。 
(２)その結果、以下のようなことがわかった。 
調査対象 85 世帯のなかで海外出稼ぎ者がい
る世帯は 32世帯と 4割弱(37.6％)を占めた。
また、その割合は、高カースト(ブラーマン)
で少なく、中カースト（マガル、ネワール）
および低カースト（サルキなど）では高いと
いう傾向がみられた(下表)。当初は中カース
トの海外出稼ぎ者が大半を占めていたが、近
年対カーストの出稼ぎ者が増えている。出稼
ぎ先は 36 人の海外出稼ぎ中の人の大半がサ
ウジアラビア、カタール、オマーンなど中東
の産油国（22人）とマレーシア(9人)であり、
かつて多かったインドへの出稼ぎ者は2人に
過ぎない。 
表１ 海外出稼ぎ者がいる世帯とカーストの関係 
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 注目すべきことは、低カーストの出稼ぎ者
14人のうち4人が出稼ぎ先の仕事が料理人だ
ということである。調査村の低カーストはダ
リット（被抑圧カースト）であり、水を他の
カーストの人に与えると穢れがうつると考
えられており、村人によると、現在でも水を
扱う仕事につくことができないとされる。そ
れが出稼ぎ先では水を扱う仕事である料理
人になれるということは、海外出稼ぎによっ



て、差別的なカーストの縛りから解放される
ことを示しているといってよいだろう。 
(３)同じ村において 2015 年 5 月の地震後、
31 世帯を対象に地震によって破壊された家
を再建するために必要な資金をどこから得
るつもりかと聞いたところ、31 世帯中 12 世
帯が再建資金の一部を海外出稼ぎの送金に
期待していると回答している。調査世帯の住
宅再建に必要な資金総額の2割弱が海外から
の送金によるものと予想されている。このよ
うに、地震災害からの復興においても、海外
送金が重要な役割を果たすことが期待され
る。 
表２ 住宅再建に必要な資金の源(予想) 
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(４)バングラデシュ東部に位置するコミラ
県の 2つの村において、海外出稼ぎ者の状況
などについて調査を行った。この二つの村で
は、1989 年、そして 2006 年にも悉皆調査を
行っている。これらの調査の結果、純農村の
A村においても、過去 30年間で海外出稼ぎ者
が急増したことがわかった。また、農業従事
者数がほとんど変わらないなかで、非農業部
門の従事者数も急増した（下表）。 
表３ 純農村 A村における就業構造の変化(人) 
 1989 年 2006 年 2016 年 

農業部門 122 126 128 

海外出稼ぎ者 1 39 79 

給与所得者 15 68 77 

商売 22 22 37 

その他非農業部門 29 58 63 

合計 189 313 384 

人口の増加とともに、就業者数は大きく増
加したが、その最も多くを吸収した部門が、
海外出稼ぎであった。出稼ぎ先は中東産油国
が多いが、東南アジア（マレーシアとシンガ
ポール）、またイタリアやカナダなど欧米諸
国へも出ている。過去 10 年間の変化で注目
すべきことは、土地なし世帯など、経済的な
下層で中東産油国を中心とした海外出稼ぎ
者が大きく増えたことである。一方、経済的
に比較的豊かな世帯からは、多額の出稼ぎ資
金が必要な欧米など先進国へまず学生の資
格で渡り、その後渡航先に定着する傾向が近
年みられる。 
 こうした多数の海外出稼ぎ者が村に残さ
れた家族に送る送金は、住宅建設、多様な消

費財の購入、教育費、医療費、通信費、娯楽
費などとして使われる。そのため、バングラ
デシュの農村に残った人の中には村の内外
で商売を始める人も増えており、またそこで
働く給与所得者の人も増えている（ただし、
純農村である A村の給与所得者の多くは、家
族を村に残してダカ市など都市で働いてい
る）。 
このように、バングラデシュとネパールの
調査村における海外出稼ぎ者の増加は、農村
経済を変化させる大きな要因となっている。 
 
(５)西アジア(中東産油国)のイランでの現
地調査により、南アジア(ネパールおよびバ
ングラデシュ)では農村部の貧農層が中東産
油国に労働者として出稼ぎに行くのが移民
の主要なパターンであるのに対し、イランで
は都市部の上層が欧米へ高等教育の機会を
求めて移動しそこに定着するパターンが主
流であることが分かった。農村からは、都市
に向かっての移動が主流である。かつてはイ
ランからもクウェートなど他の産油国へ労
働者として出稼ぎに行く人も少なくなかっ
たが、それは現在ほとんどなくなっている。
その理由は、経済が発展し国内の賃金が上昇
したイランの都市部で働く方が、低賃金で働
く南アジアなどからの出稼ぎ労働者と競合
しながら他の中東産油国で働くよりも高い
賃金が得られるからだと考えられる。 
(６)イラン東部の国境地帯にあるビルジャ
ンド地方のフルク村の調査によると、国境を
越えて大量にアフガン難民が流入した。国境
を行き来する難民の実態は、アフガニスタン
側にあっては、「農民」であると同時に「イ
スラム聖戦士」であり、またイラン側にいる
時には各地の都市で働く「出稼ぎ労働者」で
あることが分かった。一人のアフガン難民は、
戦闘と休息と労働の三位一体の生活を送る
元農民であった。イラン各地に流れ出した出
稼ぎ労働者たちは、「外国人不法労働者」と
なり、３Ｋ労働に従事し、最底辺にいるイラ
ン労働者の「被抑圧者層」と労働機会をめぐ
り激しく対立していた。 
(７)イランにおけるアフガン出稼ぎ労働者
の実態把握調査を南部マルヴダシュト地方
の農村部で行った。マルヴダシュト郡（町
と周辺農村部）には、6000 人ほどのアフガ
ニスタン人（家族を含む）が滞留している
といわれる。村では、手掘り井戸やレンガ
工場、鶏舎や牛舎などで主に密入国の不法
日雇労働者として働いている。同じ所に 1
年間いるアフガン労働者はなく、逮捕され
ないよう働く場所を変えながら生活してい
る。水資源の枯渇により農業と村が崩壊し
イラン人の農民が近くのマルヴダシュト町
へ流出し続けるなかで、不法に滞在するア
フガニスタンからの移民が調査村の農業を
支えている実態が明らかになった。 
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